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苦しんでいる人を救いたい
あなたのご寄付は、災害救護活動をはじめ防災・減災の普及啓発や

ボランティアの育成などカタチを変えて苦しんでいる人の支えとなりま“九

例えば・ ・ ・皆さまのご寄付で、被災害にお届けするこれらの物質を整備することができます。

2,000円で

毛布1枚

災害時、避難所

などでの生活に。

4-000円で:細-、

援護物資 章 1
県内各市町村に配備

し、火災・風水害など

の被害にあった方に

お届けします。

5,000円で

緊急セット

避難所生活時に

必要となる物が

収納されています。



決算合計989,965,274円
さ

様々な事業を実施することができました

ご協力ありがとうございました

68,170,102円

98,050,915円

5,000,000円

48,589,784円

109,574,000円

100,130,482円

29,368,170円

228,737,034円

131,700,490円

31,122,987円

139,521,310円

予算合計1,211,968,000円
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皆さまからお寄せいただく活動資金で

次の事業を予定しています

④災害救護訓練、救援物資倉庫の維持管理、
救櫨質機材の整備など

⑤救急法等講習、奉仕団活動、青少年活動など

◎国際開発協力事業

◎災害救護に必要な医療機器の整備

(∋各市区町村における赤十字活動

①会費募集、広報など

(∋看護師確保のための奨学金など

⑪災害発生時や施設、設備の改修整備のため
の穣立会など

①管理経費

①支部社屋の修繕計画に基づく大規模修繕や
維持菅理経頚など

⑪本社における全国規模の赤十字事業の展開

(①予備費

※社会福祉施設、赤十字病院および血液センターiな施設ごとの特別会訓こなっており、上記には含まれません。

※決算については、承認日の都合上1カ年遅れの掲載となります。

※令和ら年度(決算)が決算書の数値と異なるのIよ個人住民税控除対象救援金送金分を含めていないため。

日本赤十字社が

実施する人道的活動へ

義援金配分委員会を通じて

被災地の方々の生活支援へ

被災した国の

赤十字社・赤新月社が実施する

緊急救援活動等へ
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の違いについて
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赤十字へのご意具、ご賀田などは当支部または各市区町村の哉十字担当愈ロへお鼠いしまも
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